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発明の概要 【課題】 
放射性物質によって汚染された⼟壌の表⾯から数センチ深さまでの⼟壌だけを固
定化して除去するために利⽤する放射性物質含有⼟壌の固定化溶液及び該固定化
溶液を⽤いた放射性物質除染⽅法を提供する。 
【解決⼿段】 
本発明の放射性物質含有⼟壌の固定化溶液は、少なくとも(ａ)⽔溶性⼜は⽔分散性
⾼分⼦及び(ｂ)⽔を主成分とする⽔系媒体を含有し、溶液の粘度を４〜３０℃で
１．６〜６００ｍＰａ・ｓに調整する。さらに、前記の(ａ)及び(ｂ)の各成分に加
えて、(ｃ)無機系の放射性物質吸着剤を含有することを特徴とする。本発明の放射
性物質除染⽅法は、前記の固定化溶液を汚染⼟壌の表⾯に塗布⼜は散布する⼯程、
(ｂ)成分を乾燥揮発させて前記の(ａ)成分で固定された汚染⼟壌、若しくは汚染⼟
壌と前記の(ｃ)成分からなる連続層を形成する⼯程、及び前記の連続層を剥離⼜は
除去する⼯程を含む。 
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